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1.はじめに
数値解析手法（３次元差分法、３次元有限要素法）は、関東、濃尾、大阪平野といった盆地構造を対象とした長周期

地震動の計算によく用いられる。本ベンチマークテストでは、2009年度より 3年計画で、複数の機関が各々保有する計
算コードを用い、同一の震源と地盤モデルで強震動の計算を行い結果を比較している。2009年度は 6チームの参加者を
得て、半無限および 2層の平行成層地盤を対象とし、点震源を考慮したステップ 1、面震源を考慮したステップ 2を実施
した (吉村他、2011)。2010年度は 6チームの参加を得て、4層地盤と対称盆地を対象としたステップ 3、傾斜基盤盆地
を対象としたステップ 4を実施した (吉村他、2012)。

２. 2011年度のベンチマークテスト実施内容
2011年度は、実際の関東平野の３次元モデルおよび、観測記録のある実地震の震源モデルを対象とした。6チームが

参加した。表１に解析条件を、図１に計算領域（210km× 270km）と対象地震と出力点（四角）を示す。ステップ 5は
中小地震を対象とし、N51は 1990年神奈川県西部の地震（点震源）、N52は 1990年伊豆大島近海地震（面震源）、N53
は 1992年東京湾の地震（点震源）である。N51は Sato H. et al.(1998)、N52と N53は山田・山中 (2003)の震源を参照し
た。関東平野の３次元地盤モデルは、長周期地震動予測地図 2009年度試作版（地震調査研究推進本部、2009）の地盤モ
デルをもとに作成する。有効振動数は 0～0.33Hz（周期 3秒以上）とし、19地点の波形を提出する。計算地点は日本建
築学会・ディジタル強震データ集（建築学会、1996）で観測記録の得られている地点であり、観測記録との比較も行う。
ステップ 6では、1923年関東地震を対象とし、Sato T. et al.(2005)のインバージョン結果を震源モデルとして用いる。

３.計算結果の例
図 2に N51の ASKの Y 成分（EW成分）を示す。吉村は FEM、永野、早川、チタックら、岩城ら、川辺は FDMで

計算した。久田の波数積分法（平行成層）の結果も示す。ASK（浅川）は岩盤サイトであるので、波形は単純である。
FEM、FDMの結果は相互によく一致している。久田の結果も類似しており、これは地震波がおもに実体波からなり平行
成層仮定が有効であるからだと考えられる。一方、厚い堆積層の上の地点では、盆地構造により生成した後続波が優勢
となってくる。これらの点でも概ね各チーム間で一致した結果が得られているが、現在の所まだ完全に一致していない。
表層の薄い層のモデル化の違いなどの原因を調査中であり、今後さらに一致度が高まるよう修正する予定である。
なお、詳細な解析条件と実施済みの計算結果は<http://kouzou.cc.kogakuin.ac.jp/test/home.htm>で公開している。
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